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国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局 は

1 5日 、 ２ ０ ２ １ 年 度

第 ２ 回 事 業 評 価 監 視 委 員 会 （ 委 員 長 ＝ 朝 倉 康 夫 東 京工 業 大 学 環 境 ・ 社 会 理 工 学 院 教 授 ） を Ｗ ｅ ｂ 会 議 で実 施 し た 。  国 道

5 0号 下 館 バ イ パ ス な ど

1 5件 に つ い て 、

継 続 と す る 対 応 方 針 が 原 案 通 り 了 承 さ れ た 。

　
委 員 会 で は 中 心 市 街 地 の

混 雑 緩 和 、 通 過 交 通 の 排 除に 伴 う 中 心 市 街 地 へ の ア クセ シ ビ リ テ ィ 向 上 、 安 全 性向 上 の 観 点 か ら 、 事 業 の 必要 性 ・ 重 要 性 は 高 く 、 早 期の 効 果 発 現 を 図 る と す る 対応 方 針 が 承 認 さ れ た 。　
結 城 バ イ パ ス は 、 １ ９ ７

８ 年 度 に 都 市 計 画 決 定 。 ２０ ０ ２ 年 度 に 全 線 が ２ ／ ４車 線 暫 定 開 通 し 、

0 4年 度 に

は 一 部 区 間 が ４ 車 線 で 開 通し た 。 事 業 期 間 は 、 新 川 島橋 の 護 床 工 事 の 関 係 機 関 協議 に 時 間 を 要 し て お り

2 3年

度 か ら

2 6年 度 に 延 伸 。

０ ０ 万 円 未 満 。 技 術 資 料 等の 提 出 期 限 は

1 0月 ４ 日 。

1 1

月 ４ 日 開 札 す る 。　
工 事 場 所 は ひ た ち な か 市

馬 渡 字 大 沼 ６ ０ ５

－ ４ 。 工

事 種 別 は 暖 冷 房 衛 生 設 備 工事 で 、 対 象 業 者 は 暖 冷 房 衛生 設 備 Ｂ 等 級 ま た は Ｃ 等級 。　
総 合 管 理 セ ン タ ー は Ｒ Ｃ

　
こ の う ち 、 本 県 関 係 の 事

業 は 国 道

5 0号 下 館 バ イ パ

ス 、 結 城 バ イ パ ス 、 桜 川 筑西 Ｉ Ｃ 関 連 （ 延 伸 ）  。　
下 館 バ イ パ ス は １ ９ ８ ３

年 度 に 都 市 計 画 決 定 さ れ 、２ ０ １ ４ 年 度 に は バ イ パ ス区 間 （ Ｌ ７ ・ ６ ㎞ ） が ２ ／４ 車 線 で 暫 定 開 通 。 事 業 期間 は 電 線 共 同 溝 な ど の 追 加に よ り

2 6年 度 か ら

3 0年 度 に

延 伸 す る 。　
全 体 事 業 費 は 、 電 線 共 同

溝 や 軟 弱 地 盤 対 策 の 追 加 、用 水 や 排 水 の 計 画 変 更 な どに よ り 、 前 回 評 価 時 か ら 約
7 8億 円 増 の 約 ４ ６ ５ 億 円 。

　
国 土 交 通 省 国 営 常 陸 海 浜

公 園 事 務 所 は 、  「 Ｒ ３ 国 営ひ た ち 海 浜 公 園 総 合 管 理 セン タ ー 空 調 設 備 改 修 そ の 他工 事 」 に 公 募 型 指 名 競 争 入札 方 式  （ 総 合 評 価 落 札 方 式  ・実 績 評 価 型 ） お よ び 余 裕 期間 制 度 を 試 行 す る （ 公 告 は
1 6日 付 掲 載 ）  。 工 事 発 注 規

模 は ５ ０ ０ ０ 万 円 か ら ８ ０

　
全 体 事 業 費 は 、 調 整 池 の

追 加 や 軟 弱 地 盤 対 策 の 変 更な ど に よ り 、 前 回 評 価 時 から 約

4 5億 円 増 の 約 ３ ３ ４ 億

円 。　
行 方 市 が 公 共 工 事 発 注 見

通 し （

1 0月 ） を 公 表 し た 。

総 数 は

1 1件 で 、 内 訳 は 変 更

が ４ 件 、 と り や め が ６ 件 、変 更 な し が １ 件 。 変 更 とな っ た の は 市 道 （ 麻 ） １

－

1 3号 線 道 路 舗 装 修 繕 工 事 、
玉 造 浄 化 セ ン タ ー 長 寿 命 化改 修 工 事 、 市 道 （ 玉 ） ３ 号線 改 良 舗 装 工 事 、  市 道 （ 麻 ）２ ３ ７ ９ 号 線 改 良 舗 装 工 事で 、 い ず れ も 発 注 時 期 を 当造 ２ 階 建 て 、 延 べ 面 積 ２ ５１ ４ ㎡ 。 工 事 概 要 は 既 存 空調 設 備 の 改 設 、 こ れ に 伴 う受 変 電 設 備 ・ 動 力 設 備 の 改設 、 電 灯 設 備 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の改 設 な ど 。　

工 期 は 工 事 の 始 期 か ら １
２ ４ 日 間 （ 工 事 着 手 期 限 は

1 1月

2 2日 ）  。

　
公 募 型 指 名 競 争 入 札 方 式

　
県 大 子 工 務 所 （ 山 田 道 雄

所 長 ＝

写 真 前 列 左 か ら ２ 人

目
） は

1 6日 、 大 子 合 同 庁 舎

１ 階 大 会 議 室 に て 本 年 度 の優 良 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 表彰 式 を 開 催 し た 。 来 賓 と して 県 建 設 業 協 会 大 子 支 部 の大 藤 博 文 支 部 長 （

写 真 前 列

右 か ら ２ 人 目

） が 出 席 。 ２

０ ２ ０ 年 度 に 完 成 し た 建 設工 事 １ ０ ２ 件 （ 発 注 額 ５ ００ 万 円 以 上 ） の 中 か ら 、 特に 優 れ た 成 績 を お さ め た ５人 に 表 彰 状 、 道 路 の 良 好 な維 持 管 理 に 尽 力 し た ２ 人 に感 謝 状 を 贈 呈 し 、 そ の 栄 誉を た た え た 。

内 。 工 事 概 要 は 延 長 １ ０ ０ｍ 、 土 工 、 地 盤 改 良 工 、 路盤 工 、 舗 装 工 、 排 水 構 造 物工 一 式 。 予 定 工 期 は ２ カ 月間 。 発 注 時 期 は 第 ２ 四 半 期か ら 第 ４ 四 半 期 へ 変 更 とな っ た 。 入 札 方 法 は 一 般 競争 。　
市 道 （ 麻 ） ２ ３ ７ ９ 号 線

は 工 事 場 所 が 新 宮 地 内 。 工事 概 要 は 延 長 １ ０ ０ ｍ 、 土工 、 路 盤 工 、 舗 装 工 、 排 水構 造 物 工 一 式 。 予 定 工 期 は２ カ 月 間 。 発 注 時 期 を 当 初の 第 ３ 四 半 期 か ら 第 ４ 四 半期 へ 変 更 し た 。 入 札 方 法 は一 般 競 争 。　
な お 、 と り や め と な っ た

の は 戸 別 浄 化 槽 設 置 工 事 ５件 と 麻 生 体 育 館 ア リ ー ナ 床全 面 改 修 だ っ た 。 変 更 な そは 市 道 （ 玉 ）

5 4号 線 の 道 路

舗 装 修 繕 工 事 。し 、 同 駅 ま で は 徒 歩 約

1 1分

～

1 8分 。 用 途 地 域 は 第 一 種

低 層 住 居 専 用 地 域 （ 建 ぺ い率

4 0％ ／ 容 積 率

8 0％ ） お よ

び 第 一 種 住 居 地 域 （ 建 ぺ い率

6 0％ ／ 容 積 率 ２ ０ ０ ％ ）  。

　
土 地 利 用 の 主 な 条 件 と し

て 、 土 地 の 引 渡 し の 日 か ら５ 年 以 内 に 住 宅 の 建 設 お よび 分 譲 事 業 を 行 う こ と な どを 設 定 し て い る 。　
入 札 に は ９ 者 が 参 加 。 予

定 価 格 （ 最 低 売 却 価 格 ） は１ 億 １ ７ ９ 万 ９ ０ ０ ０ 円だ っ た 。－ ０ ０ ２ 号 外 ３ 本 合 併 ・ 道
路 維 持 修 繕 工 事 、 一 般 国 道４ ６ １ 号 外 ・ 大 子 町 下 金 沢地 内 外　 【 現 場 代 理 人 表 彰 】

［ ■ 現

場 代 理 人 ＝ ① 会 社 名 ② 工 事名  （ 工 事 番 号 ）  、  路 線  （ 河 川 ）名 等 ］　
■ 柳 瀬 泰 志 ＝ ① 海 老 根 建

設 ㈱ ②

0 2県 単 道 修 ・ 第

0 2

－

5 4

－ ３ ０ １

－ ０

－ ０ ０ １ 号

外 ３ 本 合 併 ・ 道 路 維 持 修 繕工 事 、 国 道 １ １ ８ 号 外 ・ 大子 町 池 田 地 内 外　
■ 飯 岡 修 一 ＝ ① 吉 原 建 設

工 業 ㈱ ②

0 2県 単 道 修 ・ 第

0 2

－

5 4

－ ３ ０ ２

－ ０

－ ０ ０ １

号 外 ３ 本 合 併 ・ 道 路 維 持 修繕 工 事 、 国 道 ４ ６ １ 号 外 ・大 子 町 下 金 沢 地 内 外

の 効 果 発 現 を 図 る こ と が 委員 会 か ら 了 承 さ れ た 。　
桜 川 筑 西 Ｉ Ｃ 関 連  （ 延 伸 ）

に つ い て は 、

0 5年 度 に 都 市

計 画 決 定 さ れ 、

2 1年 ３ 月 現

在 の 用 地 取 得 率 は 約

8 1％ と

な っ て い る 。 用 地 取 得 が 難航 し 、 工 事 着 手 が 遅 延 し たこ と か ら 、 事 業 期 間 を

2 1年

度 か ら

2 4年 度 に ３ 年 延 伸 。

　
全 体 事 業 費 は 、 軟 弱 地 盤

対 策 の 追 加 に 伴 い 前 回 評 価時 か ら 約 ２ 億 円 増 の 約

2 2億

円 。

　
一 般 会 計 か ら ３ ２ １ １ 万

円 を 減 額 し 、 総 額 は ２ １ ０

化 改 修 工 事 の 工 事 概 要 は 砂ろ 過 器 エ ア リ フ ト ポ ン プ １　
坂 東 市 の 補 正 予 算 第 ５ 号

が 、 ９ 月 定 例 会 議 で 承 認 され た 。 主 な も の で は 、 地 域公 民 館 等 整 備 費 補 助 金 に ３０ ０ 万 円 、 工 業 団 地 調 整 池の 防 草 シ ー ト 設 置 委 託 料 に６ ０ ５ 万 円 な ど を 計 上 し てい る 。　
地 域 公 民 館 等 整 備 費 補 助

金 に つ い て は 、 小 山 上 公 民館 で 実 施 予 定 の 屋 根 の 葺 き替 え 工 事 に 充 て ら れ る 。　
防 草 シ ー ト の 設 置 は 、 坂

東 イ ン タ ー 工 業 団 地 内 に ２箇 所 あ る 調 整 池 の 周 辺 な どで 行 う 。 設 置 す る 面 積 は ３２ ０ ０ ㎡ ほ ど を 見 込 む 。 発注 に 向 け 、 す ぐ に も 動 い てい く 予 定 だ 。　
こ の ほ か 、 岩 井 保 健 セ ン

タ ー の 修 繕 料 と し て

8 5万 円

を 計 上 し て い る 。期 限 延 長 な ど に よ り 、 研 修会 は 中 止 と し 、 表 彰 式 の みを 短 時 間 で 実 施 し た 。　
受 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ）  。　 【 主 任  （ 監 理 ）  技 術 者 表 彰 】
［ ■ 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 ＝① 会 社 名 ② 工 事 名 （ 工 事 番号 ）  、 路 線 （ 河 川 ） 名 等 ］　

■ 鈴 木 政 貴  （ 主 任 技 術 者 ）
＝ ① 吉 原 建 設 工 業 ㈱ ②

3 1国

補 河 改 ・ 第

3 1

－

0 5

－ ２ １ １

－ ０

－ ０ ０ ３ 号 ・ 河 川 護 岸

整 備 工 事 （ そ の ５ ）  、 一 級河 川 久 慈 川 ・ 大 子 町 矢 田 地先　
■ 齋 藤 嘉 直  （ 監 理 技 術 者 ）

＝ ① ㈲ 益 子 工 務 店 ②

3 1国 補

地 道 ・ 第

3 1

－

0 3

－ ７ ９ ４

－

０

－ ０ ０ ６ 号 ・ 橋 梁 下 部 工

　
交 通 混 雑 の 緩 和 、 交 通 事

故 の 減 少 、 救 急 医 療 施 設 への ア ク セ ス 性 向 上 、 地 域 振興 の 支 援 の た め に 事 業 の 必要 性 ・ 重 要 性 は 高 く 、 早 期初 の 予 定 か ら 後 ろ 倒 し と した 。　
市 道 （ 麻 ） １

－

1 3号 線 道

路 舗 装 修 繕 工 事 は 工 事 場 所が 蔵 川 地 内 。 工 事 概 要 は 延長 ２ ０ ０ ｍ （ 土 工 、  路 盤 工 、舗 装 工 一 式 ）  。 予 定 工 期 は４ カ 月 間 。 発 注 時 期 を 第 ２四 半 期 か ら 第 ３ 四 半 期 に 変更 し た 。 入 札 方 法 は 指 名 競争 。　
玉 造 浄 化 セ ン タ ー 長 寿 命

（ 総 合 評 価 落 札 方 式 ・ 実 績評 価 型 ） は 、 競 争 参 加 時 に配 置 予 定 技 術 者 の 申 請 は 不要 で 、 公 共 工 事 の 実 績 の ない 企 業 で も 参 加 し や す い 方式 。 総 合 評 価 の 加 算 点 の 評価 対 象 は 、 企 業 の 同 種 工 事の 施 工 実 績 （ 民 間 工 事 を 含む ） と 災 害 活 動 実 績 の み とし 、 過 去 の 工 事 成 績 や 表 彰実 績 、 配 置 予 定 技 術 者 の 技術 力 は 評 価 対 象 と し な い 。　
問 い 合 わ せ は 、 同 事 務

所 工 務 課 （ 電 話 ０ ２ ９

－ ２

６ ５

－ ９ ４ １ １ 、 内 線 ４ １

１ ）  。　
山 田 所 長 は 「 受 賞 者 の 皆

さ ま の 卓 越 し た 技 術 力 や 創意 工 夫 は 、 他 の 模 範 と な るも の で あ る 。 地 域 住 民 の 安全 ・ 安 心 を 守 る た め に も 、さ ら な る 技 術 の 研 さ ん に 励ん で い た だ き た い 」 と コ メン ト 。　
大 藤 支 部 長 は 「 地 域 に 必

要 な 存 在 で あ る こ と を 念 頭に 置 い て 、 引 き 続 き 安 全 第一 で 現 場 を 進 め て い た だ きた い 。 ま た 、 今 後 は Ｉ Ｃ Ｔ施 工 な ど 新 し い 技 術 の 習 得に も 取 り 組 ん で い た だ け れば 」 な ど と 述 べ た 。　
な お 国 の 緊 急 事 態 宣 言 の

　
国 道

5 0号 の 混 雑 緩 和 、 北

関 東 道 と 連 携 し た ネ ッ トワ ー ク の 形 成 の 観 点 か ら 、事 業 の 必 要 性 ・ 重 要 性 は 高く 、 早 期 の 効 果 発 現 を 図 るこ と が 適 切 で あ る と の 対 応方 針 が 認 め ら れ た 。　
ま た 、 委 員 か ら は 「 連 続

す る 区 間 な の で 、 同 じ 考 えで 軟 弱 地 盤 対 策 を 進 め て ほし い 」  「 電 線 共 同 溝 整 備 のコ ス ト が 高 い の で 、 効 率 的な 執 行 を 工 夫 し て ほ し い 」な ど の 意 見 が 出 さ れ た 。

億 ３ ５ ６ ８ 万 ９ ０ ０ ０ 円 とな っ た 。 減 額 に つ い て は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症対 策 の た め 中 止 し た イ ベ ント 等 の 事 業 費 の 減 額 に よ るも の 。

基 、 消 抱 水 ポ ン プ ２ 基 。 こち ら も 発 注 時 期 を 第 ２ 四 半期 か ら 第 ３ 四 半 期 に 変 更 した 。 予 定 工 期 は ４ カ 月 間 。入 札 方 法 は 指 名 競 争 と し てい る 。　
市 道 （ 玉 ） ３ 号 線 改 良 舗

装 工 事 は 工 事 場 所 が 手 賀 地　
県 宅 地 整 備 販 売 課 は

1 7

日 、 島 名 ・ 福 田 坪 一 体 型 特定 土 地 区 画 整 理 事 業 施 行 地区 の 住 宅 事 業 者 向 け 用 地 分譲 に 係 る 一 般 競 争 入 札 を 執行 。 そ の 結 果 、 積 水 ハ ウ ス㈱ （ 大 阪 府 大 阪 市 ） が １ 億４ ９ ７ ５ 万 ４ ０ ０ ０ 円 で 落札 し た 。 同 社 は 戸 建 住 宅 ８戸 の 分 譲 を 計 画 し て い る 。　
土 地 の 所 在 は 、 つ く ば 市

内 の Ａ

4 1街 区 ⑳ 画 地 外 ２ 画

地 。 面 積 は １ ５ ９ ６ ・ ９ ４㎡ 。 つ く ば エ ク ス プ レ ス 万博 記 念 公 園 駅 の 北 西 に 位 置事 （ 南 田 気 跨 線 橋 ）  （ Ａ １橋 台 ）  、 一 般 国 道 １ １ ８ 号  ・大 子 町 南 田 気 地 内　
■ 佐 手 信 義  （ 監 理 技 術 者 ）

＝ ① ㈱ 藤 田 工 務 店 ②

3 0国 補

地 道 ・ 第

3 0

－

0 3

－ ７ ９ ４

－

０

－ ０ ０ ６ 号 ・ 橋 梁 下 部 工

事 （ 北 田 気 大 橋 ）  （ Ｐ １ 橋脚 ）  、 一 般 国 道 １ １ ８ 号 ・大 子 町 北 田 気 地 内　
■ 圓 谷 祐 輝  （ 主 任 技 術 者 ）

＝ ① ㈱ 大 藤 組 ②

0 2県 単 道

修 ・ 第

0 2

－

5 4

－ ３ ０ １

－ ０

－ ０ ０ ２ 号 外 ３ 本 合 併 ・ 道
路 維 持 修 繕 工 事 、 一 般 国 道１ １ ８ 号 外 ・ 大 子 町 池 田 地内 外　

■ 小 松 栄 （ 主 任 技 術 者 ）
＝ ① 大 森 建 設 ㈱ ②

0 2県 単 道

修 ・ 第

0 2

－

5 4

－ ３ ０ ２

－ ０

2 7ｍ （ ４ 車 線 ）  、 総 事 業 費8 9億 円 ② １ ９ ９ ７ 年 度 ～ ③4 6％ ④ 用 地 取 得
　
■ 筑 西 つ く ば 線  （ 養 蚕 橋 ）

「 橋 梁 架 換 」 整 備 工 事 （ 筑西 市 蕨 ～ 徳 持 ） ＝ ① Ｌ ５ ４０ ｍ 、 Ｗ

1 4ｍ （ ２ 車 線 ）  、

総 事 業 費

3 1億 円 ② ２ ０ １ ３

年 度 ～ ③

4 8％ ④ 橋 梁 下 部 工

事 、  排 水 路 工 事 、  擁 壁 工 事 、函 渠 工 事　
■ 東 山 田 岩 瀬 線 バ イ パ ス

整 備 事 業 （ 筑 西 市 宮 後 ～ 桜川 市 大 国 玉 ） ＝ ① Ｌ ８ ２ ８０ ｍ 、 Ｗ

1 2ｍ （ ２ 車 線 ）  、

総 事 業 費

5 5億 円 ② １ ９ ９ ５

年 度 ～ ③

6 6％ ④ 用 地 取 得 、

道 路 改 良 舗 装 工 事　
■ 岩 瀬 二 宮 線 バ イ パ ス 整

備 事 業 （ 筑 西 市 下 高 田 ～ 小栗 ） ＝ ① Ｌ ３ ０ ０ ０ ｍ 、 Ｗ
1 4ｍ （ ２ 車 線 ）  、 総 事 業 費4 0億 円 ② １ ９ ９ ６ 年 度 ～ ③7 0％ ④ 用 地 取 得 、 道 路 改 良

舗 装 工 事　
■ 桜 川 市 道 Ｍ ２ ７ ５ ３ 号

線 （ 仮 称 ） 上 曽 ト ン ネ ル 整備 事 業  （ 桜 川 市 真 壁 町 山 尾 ）＝ ① Ｌ ２ ６ ３ ０ ｍ （ う ち トン ネ ル Ｌ １ ５ ９ ９ ｍ ）  、 総事 業 費

5 2億 円 ② ２ ０ １ ８ 年

度 ～ ③

4 3％ ④ ト ン ネ ル 本 体

工 事 、  道 路 改 良 工 事 、  調 査  ・設 計　
■ 桜 川 土 浦 潮 来 自 転 車 道

整 備 事 業 （ 桜 川 市 犬 田 ～ 真壁 町 酒 寄 ） ＝ ① 自 転 車 通 行空 間 の 整 備 、 案 内 標 識 と 注意 喚 起 標 識 の 整 備 ② ２ ０ ２０ 年 度 ～ ④ 舗 装 修 繕 工 事 、標 識 設 置 工 事 、 矢 羽 根 設 置工 事　
■ 桜 川 河 川 改 修 事 業 （ 筑

西 市 東 石 田 ～ 桜 川 市 高 森 ）＝ ① Ｌ １ 万 ６ ５ ０ ０ ｍ 、 総事 業 費 ２ ０ ０ 億 円 ② １ ９ ７５ 年 度 ～ ③

5 3％ ④ 河 川 改 修

工 事　
■ 田 川 河 川 改 修 事 業 （ 結

城 市 久 保 田 ～ 大 谷 瀬 ） ＝ ①Ｌ ４ ４ ９ ０ ｍ ② ２ ０ １ ７ 年度 ～ ③

1 7％ ④ 調 査 ・ 設 計 、

用 地 取 得　
■ 砂 防 指 定 地 男 女 の 川 流

路 工 整 備 事 業
（ 桜 川 市 真 壁

町 羽 鳥 ） ＝ ①Ｌ ２ １ ０ ｍ 、総 事 業 費 １ ・４ 億 円 ② ２ ０１ ４ 年 度 ～ ③
5 9％ ④ 流 路 工

整 備　
■ 県 西 総 合

公 園 ＝ ① 公 園施 設 の 長 寿 命化 計 画 ② ２ ０１ ９ 年 度 ～ ③
1 0％ ④ テ ニ ス

コ ー ト 更 新 工事

　
一 級 河 川 小 貝 川 に 架 か る

「 養 蚕 橋 」 は 、 架 橋 か ら 約

5 9年 を 経 て い る 。 東 日 本 大
震 災 後 、 県 で は 主 要 幹 線 道路 に 架 か る 橋 梁 の 耐 震 化 等を 進 め て お り 、 こ れ ら の 課題 対 応 の た め 整 備 を 進 め てい る 。 ２ ０ １ ３ 年 度 に 事 業に 着 手 し 、

1 7年 度 に 工 事 に

着 手 し た 。　
一 般 県 道 東 山 田 岩 瀬 線

は 、 車 両 の 円 滑 な 通 行 や 通学 路 と し て の 安 全 確 保 に 向け 、 整 備 に 着 手 。 全 体 延 長約 ８ ㎞ の う ち 、 筑 西 市 区 間の 約 ５ ・ ５ ㎞ が 供 用 し て いる 。 現 在 は 、 桜 川 市 真 壁 町下 谷 貝 の 用 地 取 得 、 工 事 を進 め て い る 。

　
筑 西 幹 線 道 路 は 、 桜 川 筑

西 Ｉ Ｃ か ら 古 河 市 に 至 る 、計 画 延 長 約

4 4㎞ の 広 域 的 な

幹 線 道 路 。 国 、 県 、 関 係 する 市 町 が 分 担 し な が ら 、 暫定 ２ 車 線 と し て 整 備 を 進 めて い る 。 昨 年 度 は 約 ３ ㎞ 区間 で 供 用 を 開 始 。 現 在 、 結城 坂 東 線 か ら 八 千 代 側 （ 約４ ０ ０ ｍ ） の 区 間 で 整 備 を進 め て い る 。　
主 要 地 方 道 筑 西 つ く ば 線

は 、 交 通 量 が 多 く 、 幅 員 が狭 あ い で 歩 道 も な い こ と から 、 渋 滞 の 緩 和 と 安 全 性 の確 保 を 図 る た め 、 １ ９ ９ ７年 度 に 事 業 に 着 手 し た 。 現在 は 、 残 る 北 側 の 県 道 筑 西つ く ば 線 現 道  （ 筑 西 市 村 田 ）か ら 県 道 つ く ば 真 岡 線 ま での 約 ３ ・ １ ㎞ 区 間 で 用 地 取得 を 進 め て い る 。

　
一 般 県 道 岩

瀬 二 宮 線 は 、筑 西 市 小 栗 地区 か ら 下 高 田地 区 の 区 間 は幅 員 が 狭 あ いで 歩 道 が なく 、 車 両 の 相互 通 行 に 支 障が あ る た め 、バ イ パ ス 整 備に 着 手 し た 。約 １ ・ ８ ㎞ が

供 用 済 み で 、 筑 西 市 小 栗 の用 地 取 得 お よ び 工 事 を 進 めて い る 。　 （ 仮 称 ） 上 曽 ト ン ネ ル 整備 事 業 は 、 地 元 産 業 や 物流 ・ 観 光 を 支 え る 路 線 と して 期 待 さ れ る 。 桜 川 市 か らの 受 託 事 業 と し て

1 8年 度 に

事 業 に 着 手 し 、

1 9年 度 よ り

ト ン ネ ル 本 体 工 事 を 進 め てい る 。　
一 般 県 道 桜 川 土 浦 潮 来 自

転 車 道 線 は 約

8 1㎞ の 自 転 車

道 。 管 内 区 間 は 約

1 8㎞ 。 桜

川 市 真 壁 町 酒 寄 地 内 の 区 間１ ・ ３ ㎞ は 、 今 年 ３ 月 に 供用 を 開 始 。 現 在 は 、 舗 装 修繕 工 事 、 標 識 設 置 工 事 、 矢羽 根 設 置 工 事 を 進 め て い

る 。　
一 級 河 川 桜 川 は 、 全 体 延

長

6 4㎞ 、 流 域 面 積 約 ３ ５ ０

㎢ 。 真 壁 工 区 の 山 口 川 合 流点 ま で の ８ ・ ２ ㎞ を 緊 急 改修 区 間 に 指 定 し 、 現 在 河 道掘 削 、 築 堤 お よ び 橋 梁 ・ 堰の 改 築 を 進 め る 。 大 和 工 区は 、  流 下 能 力 を 高 め る た め 、羽 田 橋 付 近 で 樹 木 伐 採 等 の工 事 を 進 め て い る 。　
一 級 河 川 田 川 で の 河 川 改

修 事 業 は 、 鬼 怒 川 合 流 点 から Ｊ Ｒ 水 戸 線 上 流 ま で の 区間 は 河 道 内 貯 留 堤 防 を 整 備し 、 Ｊ Ｒ 水 戸 線 上 流 か ら 県道 福 良 橋 ま で の 区 間 は 自 己流 に 対 応 し た 堤 防 整 備 を する 。 現 在 は 、 樋 管 の 設 計 や用 地 測 量 、 用 地 取 得 を 進 めて い る 。　
砂 防 指 定 地 男 女 の 川 は 、

豪 雨 時 に は 河 岸 の 浸 食 や 転石 が 発 生 す る 状 況 だ っ た 。こ れ を 解 消 す る た め 、 流 下能 力 を 向 上 さ せ る と と もに 、 土 石 流 対 策 と し て 流 路工 の 整 備 を 進 め て い る 。　
県 西 総 合 公 園 は 、 施 設 の

劣 化 や 損 傷 が 発 生 し て き てい る こ と か ら 、 予 防 保 全 型の 管 理 を 目 的 と し た 公 園 施設 の 長 寿 命 化 計 画 を 基 に 施設 の 改 修 工 事 を 進 め て いる 。 今 年 度 は 、 テ ニ ス コ ート 更 新 工 事 を 進 め る 。　
今 年 度 の 主 要 事 業 概 要

（ ■ 事 業 名 ＝ ① 全 体 計 画 ②事 業 年 度 ③ 進 捗 率 （ ２ ０ ２０ 年 度 末 ） ④ 本 年 度 事 業 概要 ）　
■ 筑 西 幹 線 道 路 （ 筑 西 三

和 線 ）  バ イ パ ス 整 備 事 業  （ 結城 市 山 王 ～ 粕 礼 ） ＝ ① Ｌ ３０ ８ ９ ｍ 、 Ｗ

2 3・ ５ ｍ （ ４

車 線 ）  、 総 事 業 費

5 3億 円 ②

２ ０ １ ２ 年 度 ～ ③

9 6％ ④ 用

地 取 得 、 道 路 改 良 舗 装 工 事　
■ 筑 西 つ く ば 線 バ イ パ ス

整 備 事 業 （ 筑 西 市 村 田 ～ 中根 ） ＝ ① Ｌ ６ ９ ６ ０ ｍ 、 Ｗ

　
当 所 に お い て は 、 県 西 地 域 内 の 主 要

都 市 を 横 断 的 に 結 び 、 各 都 市 の 連 携 強化 に 資 す る 「 筑 西 幹 線 道 路 」 の 一 部 をな す 筑 西 三 和 線 バ イ パ ス や 、 成 長 が 続く つ く ば 市 と 筑 西 市 を 直 結 し 、 産 業 の発 展 を 支 え る 筑 西 つ く ば 線 バ イ パ ス 、ま た 桜 川 市 か ら の 受 託 事 業 と し て 本 市と 石 岡 市 を 繋 ぎ 、 両 市 間 の 交 流 拡 大 と円 滑 で 安 全 な 交 通 環 境 の 構 築 を 図 る ため の 、  （ 仮 称 ） 上 曽 ト ン ネ ル な ど の 道路 事 業 を 始 め 、 概 成 し た 「 鬼 怒 川 緊 急対 策 プ ロ ジ ェ ク ト 」 に 続 く 「 流 域 治 水プ ロ ジ ェ ク ト 」 と し て の 田 川 や 、 治 水安 全 度 の 向 上 を 目 指 す 桜 川 な ど の 河 川事 業 、 さ ら に 本 県 の 新 た な 観 光 資 源 と

し て 「 ナ シ ョ ナ ル サ イ ク ル ル ー ト 」 に指 定 さ れ た つ く ば 霞 ヶ 浦 り ん り ん ロ ード に お い て 、 快 適 な 自 転 車 走 行 環 境 を確 保 す る た め の 自 転 車 道 や 拠 点 施 設 の整 備 な ど も 鋭 意 進 め て い ま す 。　
こ れ か ら も 、 県 西 地 域 の み な ら ず 県

南 、 県 央 地 域 の 主 要 都 市 間 の 連 携 や 、県 西 地 域 へ の 企 業 立 地 の 促 進 に 資 す る道 路 の 整 備 、 沿 川 集 落 の 被 害 を 防 ぎ 安心 安 全 な 生 活 を 守 る た め の 河 川 の 整備 、  そ し て 様 々 な 地 域 資 源 を 結 び 付 け 、観 光 振 興 に 大 き く 寄 与 す る サ イ ク リ ング ロ ー ド の 整 備 と い っ た 、 本 地 域 の 活性 化 に 貢 献 で き る よ う な 公 共 事 業 を 進め て ま い り ま す 。

県 筑 西 土 木

桜 川 は 築 堤

な
　

　
ど 推 進

筑
　 　

西

つ く ば 線

 約 ３ ㎞ を 用 地 取 得
事 業 概 要

県 筑 西 土 木 事 務 所
所 長

 深 ふか

作 さく

　
正 ただ

志
し

 氏

　
県 筑 西 土 木 事 務 所 は 、 主 要 事 業 の 概 要 を 公 表 し た 。 筑 西 幹 線 道 路 筑 西 三 和 線

バ イ パ ス に つ い て は 、 約 ４ ０ ０ ｍ 区 間 の 整 備 を 進 め て い る 。 筑 西 つ く ば 線 は 、約 ３ ・ １ ㎞ 区 間 で 用 地 取 得 を 進 め て い る 。 筑 西 つ く ば 線 の 養 蚕 橋 は 、 昨 年 度 より 橋 梁 下 部 工 事 に 着 手 し て お り 、 本 年 度 も 引 き 続 き 下 部 工 事 を 進 め る 。 桜 川 河川 改 修 事 業 で は 、 河 道 掘 削 、 築 堤 お よ び 橋 梁 ・ 堰 の 改 築 等 を 進 め て い る 。

地 域 に 貢 献 す る 公 共 事 業

事 業 評 価 監 視 委

下 館

バ イパ ス

や 桜 川 筑 西

I C関 連

な
　

　
ど

本 県 ３ 事 業 が 継 続 了 承
管

　 　

理

セ ン タ ー

余 裕 期 間 制 度 を 試 行

空 調 改 修 に 公 募 型 指 名

常 陸 海 浜 公 園

行 方 市
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